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運転開始に向けて、中性子較正試験を完了

JT-60SAのX ITER JapanのX

（国）量子科学技術研究開発機構（QST）

ITERのブランケット初期組立ツール
設計レビューに合格し、製作フェーズへ

詳しくは

詳しくは

第4号で紹介した初期組立用ツールによる試験をベースに設計を進め、
ITER機構の設計レビューに合格し、製作フェーズへ移行（R8.10月）

中性子計測は、核融合反応そのものを測る重要な計測手法。
較正用中性子線源を、JT-60SAの縦方向中心・周方向に並べる治具を組立。

試験前、真空容器内で試験用治具を組立て

初期組立用ツール

①初期組立ツールの先端に
第一壁把持機構をつけて第一壁を把持。

②固定用ボルトレンチで
第一壁を遮蔽ブロックへ固定

縦方向中心で中性子線源を載せる台

https://x.com/iterjapan
https://x.com/NakaQst
https://www.qst.go.jp/site/jt60/progress.html
https://www.fusion.qst.go.jp/ITER/io/iter_newsline_ja_005.html
https://www.qst.go.jp/uploaded/attachment/45824.pdf
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